
 

 

令和元年度学校目標 

１年間の目標 
取 組 の 内 容 

具体的な方策 評価の観点 
１ 教育課程・学習指導 

①・生徒の「主体的・対話的で深い学

び」の実現に向け、各教科及び他教

科間での研究授業や研修会等授業改

善を積極的に実施するとともに内容

の充実を図る。 

・新校開校に向けた教育課程、教務基

準を検討する。 

 

 

 

 

②水産各分野における地域との連携に

よる研究活動、実習等を通して、生

徒の主体的な行動の促進を図る。 

 

①・教科等横断的な学習の充実に取組み、

生徒の主体的・対話的な授業を通した「深

い学び」の実現に向けた科目や教科、さら

に他教科との横断的な授業展開方法を研究

する。 

・学科改編に向けたカリキュラム・マネジ

メントに学校全体で取組む。 

・新校の体制を想定して、教務基準の検討

を開始する。現行の教務基準の中で、変

更すべき点について確認する。 

 

②地域や産業界と連携した実践的・体験的

な学習活動を積極的に推し進め、生徒が

成果を発表・共有・周知することで学び

合いの活性化を図る。 

 

①・生徒の授業評価において「授業でわか

らないところがあったら、先生や友達に

聞いたり、自分で調べたりするなどし

て、わかろうとする努力をしている。」

の最も高い評価が 40%以上となったか。 

・カリキュラムマネジメントや教務基準の

検討について新校準備委員会と連携でき

たか。 

・現行の教務基準の中で変更すべき点につ

いて学校全体で共有することができた

か。 

②地域や産業界と連携した課題研究や水産

クラブの取組みによる成果の発表をする

機会が増えたか。 

２ 生徒指導・支援 

①部活動加入率の増加に向けた具体的

な方策を確実に実施するとともに外

部人材を活用した活性化への取組み

を推進する。 

②・支援が必要な生徒へのきめ細かな

指導と教育相談体制を充実、発展さ

せるとともに、情報共有を徹底させ

るためのケース会議を確実に機能さ

せる。 

・外部機関との連携を充実させる。 

 

①生徒会を中心に昨年に行ったアンケート

等を検証し、部活動加入の増加のための

活動を行う。 

 

②SC、SSW、養護教諭、教育相談コーディネ

ーターの連携を密にし、生徒に対するあ

らゆる指導の機会を捉え、問題点を把握

し、支援に当たる。 

 

 

①前年度と比べて部活動加入の生徒数が増

えたか。また、大会などの参加が活発に

なったか。 

 

②必要に応じ関係各所との連携を行い生徒

の支援が行えたか。また、生徒の問題点

を把握し、必要な支援を行えたか。 

３ 進路指導・支援 

①年次進行による進学、就職に向けた

キャリア意識を高めるためのきめ細

かい指導等を確実に実施する。 

②全ての専門系列においてインターン

シップの参加率を向上させ、生徒の

適切な勤労観、職業観を育成する。 

 

①LHRを活用し、1，2年次生徒へのインター

ンシップやオープンキャンパスへの参加

を強く促す等、ガイダンスを充実させ

る。 

 

②専門系列のインターンシップ担当者に、

年度の早いうちに計画の作成を依頼す

る。また、水産デュアルシステム実施を

視野に入れた受け入れ先を開拓する。 

 

①1，2 年次生徒へのガイダンスを充実さ

せ、インターンシップやオープンキャン

パスへの参加者が増加したか。 

 

②専門系列によるインターンシップ企画数

と参加人数の増減、新規受け入れ先開拓

数。 

４ 地域等との協働 

①・海洋学習センター機能の充実・発

展を図り、出前授業や施設見学の受

入れ等を積極的に実施するととも

に、本校の教育資源を活用した取組

みを推進する。 

・学校ホームページを充実させ本校教

育活動を積極的に発信する。 

②地域との協働を推進させるため、

産・官・学の連携事業を充実、発展

させ、地域から信頼され、必要とさ

れる学校づくりを推進する。 

 

①・海洋学習センター機能として初声中学

校等、地域の学校や団体との連携事業を

多くの教職員の協力を得て行い、本校の

教育資源の活用を進める。        

・現行ホームページをスムーズにコンテン

ツ管理システムに移行し、各グループの意

見を取り入れたものとする。 

②三浦真珠プロジェクトやキャベツウニの

取組み、缶詰製作など本校ならではの取組

みを運営し、活動について積極的に発信す

る。 

 

①・海洋学習センター機能として初声中学

校等、地域の学校や団体との連携事業を

多くの教職員の協力を得て行い、本校の

教育資源の活用を進める。        

・各グループ、系列および部活動などのペ

ージの更新数など。 

 

②各取組みの実施状況及び参加した教職

員、生徒の実数など。 

５ 学校管理・学校運営 

①コミュニティスクールの提言を受け

進路指導、広報活動等の教育活動を

推進する。 

②すべての教職員が新校開校に向けた

さまざまな課題解決に取組む。 

 

①コミュニティースクールの導入にあた

り、教職員への理解を深める。 

 

②新校準備ワーキンググループや教育課程

連絡協議会などを積極的に開催し課題解

決に取組む。 

 

①教職員のコミュニティースクールに対す

る理解を深めることができたか。 

 

②課題を明確化し解決に近づけたか。 

 

 


